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 令和３年度第１回 総合教育会議資料 

総合型放課後事業の取り組みについて 

 

学校教育部 教育支援室（放課後子ども担当） 

 

１．政策等の背景・目的及び効果 

核家族化の進行や、女性の就業者数が3,000万人を突破し、共働き世帯の割合が70％に近づく

中で、保護者の就労形態が多様化している状況を踏まえ、小学校入学以降も保護者が安心して就

労できる環境と子どもたちが学校で楽しく安全に過ごせる環境の整備を進めています。 

今後、留守家庭児童会室などの既存事業を再編・拡充する中で、子どもたちの「時間」「空間」

「仲間」の３間を充実させるとともに、土曜日や三季休業期のみの利用ニーズに応えられるよう

取り組みを検討しており、今回はその全体のイメージと基本的な考え方等、総合型放課後事業実

施プランの策定に向けて（案）をお示しするものです。 
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２．内容 

「新・放課後子ども総合プラン」（文部科学省、厚生労働省より平成30年9月発出）に基づき、

本市における全児童の放課後対策の実施計画として、「児童の放課後を豊かにする基本計画」を

令和２年３月に策定しました。「留守家庭児童会室」と「放課後子ども教室」を一体的に運営し、

就学後も保護者が安心して就労できる環境と子どもたちが学校で楽しく安全に過ごせる環境の整

備を目的とした総合型放課後事業を令和３年４月より、土曜日及び三季休業期に４か所の小学校

に先行導入として実施しています。このたび、その取り組み内容等を踏まえ、令和４年度を準備

期間とし、令和５年度から全小学校（44か所）への総合型放課後事業の開始を目指すものです。 

【別紙】 総合型放課後事業実施プランの策定に向けて(案) 

（１） 総合型放課後事業の趣旨 

（２） これまでの取り組みと課題 

（３） 総合型放課後事業の全体イメージ 

        （４） 基本的な考え方 
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３．実施時期等 

令和３年（2021年）11月  児童の放課後対策審議会に取り組み状況報告 

             教育委員会協議会に報告 

（総合型放課後事業実施プランの策定にむけて（案）） 

            教育子育て委員協議会に報告 

            （総合型放課後事業実施プランの策定にむけて（案）） 

令和４年（2022年）２月  教育委員会協議会に報告(実施プラン（案）) 

教育子育て委員協議会に報告(実施プラン（案）) 

  ３月  令和４年度当初予算計上 

令和４年度        「自由な遊び場」を提供する取り組みの実施 

令和５年（2023年）４月   全校での総合型放課後事業の開始 

 

 

 



4 
 

 

４．総合計画等における根拠・位置付け 

総合計画  基本目標  一人ひとりの成長を支え、豊かな心を育むまち 

施策目標15 子どもたちが健やかに育つことができるまち 

施策目標16 子どもたちの生きる力を育む教育が充実したまち 

 
５．関係法令・条例等 

児童福祉法 

子ども・子育て支援法 

社会教育法 

枚方市立留守家庭児童会室条例 

新・放課後子ども総合プラン 
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総合型放課後事業実施プランの策定に向けて（案） 

 

 （１）総合型放課後事業の趣旨 

① 子育て環境の充実 

     土曜日や三季休業期を含む居場所ニーズへの対応を図り、就学後にお

ける子育て環境を充実することにより、就学前・就学後を通した、保

護者の継続的な保育ニーズに対応 

② 子どもの育ちへの支援 

     児童が放課後の時間を通じて、自主性や社会性、創造性といった生き

る力を育み、可能性を広げるための取り組みの推進 

③ 放課後の安全な居場所づくり 

      不審者に対する不安や管理面、安全面など、現在の社会情勢では自由

に遊べる場が限定されており、安全な居場所が求められていることか

ら、すべての児童が安心して過ごせる居場所づくりが必要 

 （２） これまでの取り組みと課題 

① ４校で実施中のキッズクラブの実績状況 

小学校４校において「総合型放課後事業」を土曜日及び三季休業期

に先行実施。「放課後子ども教室」では、児童の居場所として、子ども

たちの安全確保のため見守り体制を確保しながら、大人の関与は極力

抑え、子どもたちが自由に遊べる環境を提供 

【登録率】 ３２％（４３８人/1,3５７人）（10月1日時点） 

学校名 登録児童数 児童数 運営 

蹉跎 １６５ ４３３ 
委託 

山田 ９８ ２０４ 

津田 １１４ ５４０ 
直営 

川越 ６１ １８０ 

【登室状況】  

4月春休み                         平均５２．６人/日（1校１３．２人/日） 

5月土曜日                       平均２８．８人/日（１校７．２人/日） 

７月夏休み（土曜日除く）              平均８９．８人/日（１校２２．５人/日） 

８月夏休み（土曜日、お盆時期を除く）     平均５７．３人/日（１校１４．３人/日） 

 

【利用ニーズ】保護者アンケートより 

・平日も実施してほしい 

・安全な遊び場なので継続してほしい  

・夏休みに利用したい 

・長期休暇でも安心して子供を遊ばせられる場があるのはありがたい 

別 紙 
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② 留守家庭児童会室の利用状況 

・全市立小学校 45 校の学校敷地内を基本に留守家庭児童会室を運営 

 

 

 

 

 

 

入室児童数は増加傾向 

 

 

 

 

・全児童数は減少しているが、留守家庭児童会室の入室率は年々増加

している。また、１班あたりの児童数が基準の概ね 40 人に対し、50

人～60 人が半数以上となっている。 

 ４/１ 10/１ 減少数（％） 

Ｈ27年度 3,579 3,366 213 (▲6％) 

Ｈ28年度 3,906 3,650 256 (▲6.5％) 

Ｈ29年度 4,431 4,092 339 (▲7.6％) 

Ｈ30年度 4,706 4,329 377 (▲８％) 

Ｒ元年度 4,859 4,463 396 (▲8.1％) 

Ｒ２年度 5,000 4,222 778  (▲15.6％) 

R３年度 4,743 4,210 ５３３ (▲１１.２％) 

・児童会室入室児童数の推移は10月までの退室人数が平均413人と 

三季休業期（特に夏休み）の利用ニーズが高く、例年、夏休み後

に退室する児童が多い傾向 

・土曜日は年 10 回程度の臨時開室のみ実施 

③ 「校庭開放」の状況 

全小学校へのアンケート実施結果（5月10日実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

H27
（2015）

H28
（2016）

H29
（2017）

H30
（2018）

H31
（2019）

R2
（2020）

R3
（2021）

R4
（2022）

R5
（2023）

R6
（2024）

入室児童数 3,579 3,906 4,431 4,706 4,859 5,000 4,743 - - -

待機児童数 17 9 8 3 28 65 56 - - -

班数 92 98 114 116 108 100 101 - - -

子ども子育て支援事業計画
（見込み数）

3,810 3,810 3,810 3,810 3,766 5,014 5,188 5,371 5,491 5,548

４月１日現在 

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 平成31年 令和２年

全児童 22,108 21,928 21,691 21,491 21,105 20,678

入室児童 3,579 3,906 4,431 4,706 4,859 5,000

割合 16.2% 17.8% 20.4% 21.9% 23.0% 24.2%

【課題】 

子どもたちが自由に遊べる場として学校の校

庭開放は安全性の観点からも望ましいが、学

校内での管理上や安全上の課題がある。緊急

時の対応や熱中症など体調管理の面からも、

見守り員の配置を必要とする。教職員の業務

改善等、負担軽減の観点を踏まえた、実施手

法の検討が必要。 
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④ 「放課後自習教室」の状況 

   ・児童の学習意欲を高め、学力や自学自習力を育むため、児童の学習支援に

ついて専門的な知識を持つ民間事業者を活用し、本市が導入している学習

コンテンツ及びタブレット型 PC 等（R１年度はプリント、R２年度はプリ

ントと併用）を使用した小学校の放課後自習教室を実施している。 

Ｒ２年度 

実施 

 

９月開始 

小学校全４５校 

対象学年 各校によって異なる 

開室日 平日の放課後 

開室日数 年間２４回（週１回２コマ） 

開室時間 １４：３０～１６：３０ 

実績 
人数：1,148 人/45 校 

1 回あたりの参加人数  

  ※令和元年 9 月から民間事業者への委託による派遣に変更。 

令和３年度は５月から開始。 

⑤ 小学生の子どもを持つ家庭のニーズ（「第２期枚方市子ども・子育て支援事業

計画（令和 2年 3月策定）」ニーズ調査等（平成 31年 1月実施）） 

・「親子が安心して集まれる公園等の屋外の施設を整備」「子どもの安全を

確保する対策の充実」「親子が安心して集まれる保育所・幼稚園や小学校

の運動場等の開放を増やす」などの項目がいずれも上位 

 ・放課後子ども教室への利用意向について、「利用したい」が 89.3％と大

半を占める。 

 

 （３）総合型放課後事業の全体イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
希望する児童（全児童） 

全児童 

 

 

平日 

三季休業期 

 

 

 

 

 

土曜日 

保育を必要とする児童 

 

 

枚方子どもいきいき広場事業（地域人材活用） 

  

総合型放課後事業 

 

放課後自習教室事業（小学生） 

 
放課後子ども教室 

（＝学校開放事業） 

放課後に、学校で子どもたちが安心して

自由に遊べることができ、友だち同士で

色々な遊びを通じてふれあいの機会を

広げられるよう、学校施設の一部を開放 

留守家庭児童会室 

保護者の就労や病気等により保

育を必要とする児童に適切な遊

びや生活の場を提供する場 

【就労・病気等の要件あり】 

 



 

8 

 

 （４） 基本的な考え方 

① 子どもの「３間」を大切にした安全な居場所の確保 

    不審者に対する不安や管理面、安全面など、現在の社会情勢では自由

に遊べる場が限定されており、安全な居場所が求められている。 

    「時間」「空間」「仲間」の 「３間」を大切にした児童の安心できる

居場所として、子どもたちの見守り体制を確保し、大人の関与は極力

抑えた自由に遊べる環境を提供する。 

 

② 令和５年度から「留守家庭児童会室」と「放課後子ども教室」を一体的に運

営する総合型放課後事業を全校で実施 

    全ての児童を対象とした居場所づくりと増加する就学後の保育ニーズ

に対応するため、「放課後子ども教室」を実施することで、ニーズに応

じて「留守家庭児童会室」と「放課後子ども教室」を選択できる環境

を整備する。 

   本格実施までの間、令和４年度を準備期間として、より多くの児童

に自由な遊び場を提供できる取り組みを実施し、令和５年度から全校

で総合型放課後事業を実施する。 

 

③ 民間活力を活用した取り組みの推進（運営委託、人材確保等） 

    放課後事業を実施する際の人材確保については、労働人口の減少や全

国的な保育需要の高まりなどから本市においても大きな課題となって

いる。実施に向けては民間活力を活用した運営委託の推進や、職員の

業務改善、ICT の活用等を総合的に勘案した上で実施する。 

 

④ 厚生労働省や文部科学省の補助金等を活用した財源の確保 

コロナ禍による影響を受け、限られた財源の中で事業を実施するた

めには、今後、経費の抑制や国庫補助金を積極的に活用して財源の確

保を図る。 

 

⑤ モデル事業や先行実施での課題も踏まえた事業内容の確立 

       これまで行ってきたモデル事業や先行実施での課題を踏まえ、子ど

もたちの自主性や主体性を尊重し、「子どもたちの自由な遊び場」を

提供できるよう事業の内容を確立する。 
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総合型放課後事業について 

１．各学校の登室状況（１日あたりの平均（人）） 

学校名 春休み 
4月 

（土） 

5月 

（土） 

6月 

（土） 
夏休み 

7月（8月） 

7月 

（土） 

8月 

（土） 

9月 

（土） 

10月 

（土） 

蹉跎 24.8 3.5 7.8 5.25 
28.8 

（21.76） 
6.６ 3.5 3.75 ８ 

山田 14.8 7.75 8.2 14 
31.8 

（21.15） 
10.4 4.75 6.75 7.16 

津田 8.2 3.6 6.2 10.2 
19.6 

（9.3） 
4.5 ２ 1.3 2.5 

川越 11.8 ５ 6.6 5.4 
10.8 

（5.84） 
3.8 ３ 4.5 5.8 

 

２．総合型放課後事業 先行実施４校 保護者アンケート 

 

 

A．参加した児童１２５人 

 

 

 

 

 

 

  

保護者の用事

6%

保護者

の就労

31%

子どもが行きた

いといった

28%

子どもを

外で遊

ばせた

い

13%

友だちと

交流で

きる

20%

その他

2%

➀夏休みの平日に参加した理由

１年生

26%

２年生

19%

３年生

18%

４年生

16%

５年生

12%

６年生

9%

③参加した児童の学年

１日

8%

２~６日

38%

７~11日

19%

12~16日

18%

17~21日

15%

22日（全ての日）

2%

②夏休み期間の平日の参加日数

９月実施保護者アンケート 児童数 1,3５７人 有効回答数 491件 回答率 36％ 

参考資料 
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B.回答者数（４９１人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放課後子ども教室について（満足または満足しない主な理由 自由記述） 

項目 意見 

子育て環境

の充実 

・親族が近くにいないため、預けられるのは助かる。 

・児童会室ほど手厚くないみたいなので 1 年生は心配。 

・仕事や家庭の事情で難しい時に、預かってもらえる場があるというのは有り難いから。 

・児童会が休みの土曜日開校なので、仕事になっても預ける場所があるので安心できる。 

・子どもが楽しんでいる。留守家庭児童会に入るほどではないが、就労しているので助かる。 

子どもの育

ちへの支援 

・ふれあいの場ができるから。夏休みに、家族以外との会話ができた。 

・子どもが楽しく通っていた。 

・他学年や他クラスのお友達と交流を持てる。 

・将棋等の新たな遊びを教えてもらい、楽しんで帰って来た。 

放課後の安

全な居場所

づくり 

・子どもの帰宅後の生活に不安がある時、安心できる居場所として考えているため。 

・安全面からしても大人の管理の元で自由に遊べて宿題もお友達と出来て凄く助かる。 

・子どもの集える場所が確保されていると、いざと言う時頼りに出来るので有り難い。 

・学校に居るというだけで親として安心感がある。 

運営 ・土曜日のみでなく平日も数日間だけでも運営してほしい。 

・体育館を少人数で使うなど、普段できないことができた 

・春休みの教室で参加人数が少なかったようで、本人が行きたがらなかった。友達と会えるなら子どもも参

加してくれるかなと思う。 

・利用したいが 8 時開始でないと、仕事をしている者にすれば難しい。終了時間も 6 時であってほしい。 

・以前は、学童保育のともだちとあそべなかったけど、今年は利用しやすかった。 

・わざわざ休みの日に学校に行かせたくない。 

・未就学児も一緒に参加出来れば良かった。 

・子どもは参加したがっているが一人で登校させるのが不安で行かせられない。 

・新型コロナウィルスの影響や、防犯の関係上利用していない。 

開室時間の変更

25.3%

遊び道具や本を

増やしてほしい

44.4%

参加児童

を増やして

ほしい

22.8%

その他

7.6%

②放課後子ども教室に求めるもの

満足して

いる

29.5%

やや満足して

いる

14.1%

どちらで

もない

53.6%

やや不満

0.8%

不満

2.0%

➀放課後子ども教室の満足度

引き続き、

入室する

（主に留守

家利用）

28.1%

引き続き、入室する（子

ども教室と留守家の併

用）

15.8%

学年が上がれば、留守家を

退室し、子ども教室を利用

する

34.5%

留守家を退室

し、子ども教

室を利用する

15.8%

その他

5.8%

③留守家庭児童会室への入室意向

満足

57%やや満足

32%

どちらでもない

9%

やや不満

1%
不満

1%

➀－1 参加児童（125人）の満足度
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３．校庭開放未実施の主な理由 

・安全管理が難しいから 

・校区が広く安全確保が難しい 

・新型コロナウイルス感染予防のため 

・安全管理や見守りをする人員に課題がある 

・留守家庭児童会室の児童数が多く、校庭を使用しているため 

・門の開け閉め、見守りの人員を配置するのが困難なため 

・学校の教育活動で多忙のため 

 

４．放課後自習教室の実施状況 
 

 

 

 

 

 

 

 

   ※平均出席人数の（1 回当たり・全校）の数値は、のべ人数を全 24 回で割った数 

   ※平均出席人数の（1 回・1 校当たり）の数値は、（1 回当たり・全校）をさらに 45 校で割った数 

   ※学校によって複数学年を対象にしていため、対象学年の合計が 45 校を超える 

   ※講師は原則各校 2 名配置。 

 

  R2年生度参加児童対象アンケート（令和３年 2月実施）結果（肯定的回答）全 45小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

肯定的回答

1 81%

2 64%

3 69%

4 70%

放課後自習教室に参加して勉強のやる気は上がりましたか。

以前より自分で計画をたてて勉強するようになりましたか。

学校の授業がわかるようになりましたか。

質問項目

放課後自習教室での勉強は楽しいですか。

全体出席のべ人数

（年間・全校）

平均出席人数

（1回当たり・全校）

平均出席人数

（1回・1校当たり）

27,552 1,148 25.5

対象学年

1年生を対象：  6校

2年生を対象：29校

3年生を対象：44校

4年生を対象：35校

5年生を対象：25校

6年生を対象：19校
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放課後子ども教室の夏休みの運営についてのアンケート 

 放課後子ども教室は、学校で子どもたちが安心して自由に遊ぶことができ、友だちどうしでいろいろ

な遊びを通じてふれあいの機会を広げられるよう、学校施設の一部を開放し、見守りを行う事業です。

夏休みの運営についてお聞かせください。なお、このアンケートは、今後の放課後子ども教室の運営に

活用します。また、集計結果を広報などで市民にお知らせする場合は、個人が特定されないよう配慮い

たします。 

お子様の学校名、学年を教えてください。（    ）小学校（１・２・３・４・５・６）年 

＊子ども教室の運営についてお聞かせください。その他については、記述をお願いします。 

１．「放課後子ども教室」の夏休みの運営は、９時から 17 時までです。 

運営時間はどうですか？ 

  （  ）適当 （  ）開始時刻を早く （  ）終了時刻を遅く （  ）もっと短く 

２．夏休み期間は土曜日だけでなく平日（２２日間）開室しました。 

お子様は夏休みの平日にどのくらい参加されましたか？   

（  ）参加しなかった （  ）１日    （  ）２~６日 （  ）７~11 日 

（  ）12~16 日    （  ）17~21 日  （  ）22 日（全ての日） 

＊以降の 3 問はお子様が参加された方だけお答えください。 

①主な参加の時間帯を教えてください。 

   （  ）主に午前中    （  ）主に午後から    （  ）ほぼ全日 

   （  ）いろんな時間帯に参加した 

  ②参加された理由を教えてください。 

   （  ）保護者の就労 （  ）保護者の用事 （  ）子どもが行きたいと言った 

（  ）子どもを外で遊ばせたい （  ）友達と交流できる  

（  ）その他                                 

                                            

③夏休みの参加で保護者の方が、配慮されたことは何ですか？  

    

 

３．「放課後子ども教室」の取組について 

（  ）満足している（  ）やや満足している（  ）どちらでもない 

(  ) やや不満   （  ）不満 

  その理由をお聞かせください 
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４．今後、「放課後子ども教室」に求めるものはありますか？ （複数回答可） 

   （  ）設問１の開室時間の変更 

   （  ）遊び道具や本を増やしてほしい 

   （  ）参加児童を増やしてほしい 

   （  ） その他                                      

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

 

留守家庭児童会室を利用されている保護者様だけお答えください    

 ＊「放課後子ども教室」が、年間を通して、全ての平日・土曜日が開室する（夏休み・冬休

み・春休みを含む）となれば、留守家庭児童会室の入室はどうされますか？ 

 （  ）引き続き、入室し、主に留守家庭児童会室を利用する 

 （  ）引き続き、入室し、放課後子ども教室と留守家庭児童会室を併用していく 

 （  ）学年が上がれば、留守家庭児童会室を退室し、放課後子ども教室を利用する 

 （  ）留守家庭児童会室を退室し、放課後子ども教室を利用する 

 （  ）その他 

 

 

アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。 

 


